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＜金標準、インフレ低下と YCC修正観測から戻り売り傾向・・＞ 

 

（出所：オアシス） 

日本のインフレ期待が 9年ぶりに 1.16％まで上昇し、米国では消費者物価指数（CPI）が前

年同月比で 3.0％へ低下し、生産者物価指数（PPI）も前月比で 0.1％低下するなど、9月の

FOMCにおける利上げ確率が 15％まで低下している。 

また元日銀理事の早川氏がイールドカーブコントロール（YCC）における「長期金利の変動

幅を拡大する可能性が高い」と発言しており、市場では 28日の日銀金融政策決定会合で YCC

の修正観測が高まりを見せている。そのため為替市場では、一時 145 円まで円安が進む動

きを見せたが、今週は円キャリートレードの巻き戻しから 137.96円まで円高が進む動きを

見せる中で、金標準先物は 8962 円の高値から 8661 円まで下値を試すなど、円建て価格の

弱さを見せている。特に 21日には日本の消費者物価指数が発表されるため、発表次第では

円高が再熱する可能性は高く、戻り売りの値動きに注意が必要と思われる。 

＜テクニカル＞ 

金標準先物の日足の MACD や RCI では、MACD は MACD が下げ渋り、シグナルは下げている。

RCIでも短期が下げ止まり、長期は下げるなどオシレーターでは明確なクロスサインは発生

していない。また日足が下げている 10日移動平均線を下回っており、日足の戻りが移動平

均線で抑えられる可能性が高いと思える。 
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このレポートはお客様への情報提供を目的としています。情報に関しては正確を期するよう最善を尽くしておりま
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さい。売買の判断はお客様御自身で行って下さい。 
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